
  勝 呂 小 だ よ り 
【     【学校教育目標】 心豊かに 美しく  かしこく やさしく たくましく 

    令和７年６月３０日 第４号   坂戸市立勝呂小学校  校長 臼井 健一 

 
【目指す学校像】 「みんなの笑顔があふれる、心温まる学校」を目指して 

 

昭和の「大谷 翔平」～ 長嶋 茂雄 さんが残した言葉 ～ 〔６月のお話朝会（校長講話）より〕 

 

 皆さんは、この写真の人が誰だかわかりますか？ そうです、大谷 翔平 選手です。では、その隣にいる 

この人は誰だかわかりますか？ この人は６月３日に 89 歳で亡くなられた「長嶋 茂雄 さん」です。 

今日は、この長嶋茂雄さんについてのお話をします。長嶋茂雄さんは、今から 66 年前にプロ野球の巨人に

入団して大活躍をし、今の大谷翔平選手のように日本中の人たちに愛されたプロ野球選手でした。その後 

選手をやめてからはプロ野球の監督としても大活躍をしました。長嶋さんは、すばらしい成績を残すと共に 

「野球を楽しんでもらおう」「野球を通してみんなに元気をあたえよう」など、日本中の人々を元気づけて

くれたり、喜ばせてくれたりして、今の大谷翔平選手のように誰からも愛された人でした。そんな長嶋選手

も人知れず努力を積み重ね、様々なことに挑戦していたのは言うまでもありません。今日は、そんな長嶋選

手が残した言葉をいくつか紹介します。 

 

～ とにかく思いっきりやってみること。失敗してもいい。恥をかいてもいい。 

その一歩がすべての始まりだから ～ 

 

 長嶋さんは、プロ野球に入団して初めて試合に出た日、４回連続で三振しています。それも全力で振りぬ

いての三振です。これについて長嶋さんは、「どうせやるなら悔いのないように全力で思い切り振りぬこう」

と覚悟を決めていたそうです。結果は４回連続で三振でしたが、これを通してどうしたらバットに当たるよ

うになるかがわかり、その後の試合ではヒットやホームランを連発して、巨人の中心バッターとしてチーム

の優勝に貢献しました。これが、先ほどの言葉を通して伝えたかったことだと思います。そして、「失敗を

恐れず思いっきりやること。失敗しても、それは必ずその後の成功へとつながる」という信念からきている

言葉だと思います。次にこの言葉を紹介します。 

 

        ～ ミスを恐れるな。ミスを隠そうとすることこそ、本当の失敗だ ～ 

 

 長嶋さんは、「自分はミスを恐いと思わない。ミスは誰にでもあるものだ。ミスをして怒られても、そこ

から次へのヒントが見つかる。ミスは次に挽回するチャンスを授かったと思っている」と語っています。 

 この言葉にも、「まずは全力でぶつかっていくこと、そこから何かが見つかる」という思いがこめられて 

います。 

 さて、皆さんは４月からこれまでどんなことに挑戦してきましたか。また、これからどんなことに挑戦し

てみたいと思っていますか。どんな小さなことでもよいし、どんな大きなことでもよいです。大切なのは 

何かをやってみようとまずは始めてみることです。長嶋茂雄さんが語っているように、「失敗もミスも成功

に結びつくための大事な経験」なのです。ぜひ、今、失敗やミスを恐れてやっていないことがあれば、今日

から始めてみましょう。そして、皆さん自身も、長嶋茂雄さんや大谷翔平選手のように、周りに元気をあた

えられる人を目指していってほしいと思います。 



【 「いじめ防止教室」～ いじめをしない・させない・許さないために ～ 】 

 ６月３日（火）・４日（水）に、５・６年生を対象として坂戸市スクー 

ルロイヤーの 渡邊 祐樹 弁護士による「いじめ防止教室」を行いました。 

渡邊弁護士からは、「被害者がいじめられていると感じれば、いじめであ 

ること」「いじめを見ているだけでは、いじめを認めていることになる。見 

ている自分には何ができるか考え、行動することが大切であること」と「S 

NS によるいじめを防止するために大切なこと」などについての話をしてい 

ただき、いじめをなくすためにあらためて考える大事な機会となりました。 

 

【 令和７年度「学校応援団会議」 ～ 学校を支えていただき、ありがとうございます ～ 】 

 ６月１３日（金）に、令和７年度「学校応援団会議」を開催しました。「学校応援団」とは、学校の教育

活動を支援する地域や保護者のボランティアによる活動組織で、本年度もコーディネーターを山﨑英隆様

（学校応援団長）が引き受けてくださり、現在 23 名の方が登録をされています。現在行っている支援内容

は、①環境整備応援団（校庭の除草、樹木剪定・伐採、植樹、花植え・落ち葉掃き等） ②安心・安全応援

団（登下校時の見守り等） ③図書室応援団（絵本の読み聞かせ、図書室の掲示・本の整理等） ④見守り

応援団（登下校時の児童見守り、青パト）となっております。ボランティアの登録人数については、年々減

少傾向にあるため、地域や保護者の方で新たにご登録いただける方がいらっしゃいましたら、学校（担当：

教頭宛て）までご連絡をお待ちしております。 
 

 

  

  環境整備（花植え） 図書応援（掲示作成）  絵本の読み聞かせ    登下校の見守り 

 

              【 ７ 月 の 行 事 予 定 】 

～ 先月の「個人面談」では、大変お世話になりありがとうございました ～ 

 １日（火）児童朝会、学校運営協議会 

 ２日（水）なかよしタイム、教育相談日 

 ３日（木）委員会 

４日（金）４日課、学校指導訪問 

８日（火）賞状伝達朝会、５日課、PTA 役員選考会 

親子ネット安全教室（６年生） 

９日（水）５日課、薬物乱用防止教室（６年生） 

     ４年生 社会科見学 

１０日（木）１・２年：４日課、３～６年：５日課 

１１日（金）１・２年：４日課、３～６年：５日課 

１４日（月）４日課、会計監査日、「PTA 幹事会」 

１５日（火）４日課 

１６日（水）４日課、１学期給食最終日 

１７日（木）３日課、一斉下校 

１８日（金）３日課、終業式、一斉下校 

１９日（土）夏季休業日（～８月２６日まで） 

 

～今月、全校で自転車乗車時のヘルメット着用者数を調査したところ、下記の結果となりました～   

A：毎回かぶっている B：時々かぶっている C：かぶっていない ※乗らない児童は除く 

  １.２年生 A（58 人）・ B（19 人）・ C（ 7 人）    学校でも、毎回かぶるように 

 ３.４年生 A（75 人）・ B（26 人）・ C（ 1 人）   指導をしておりますが、ご家庭で 

 ５.６年生 A（61 人）・ B（35 人）・ C（24 人）   も ぜひ声掛けをお願いします。 


